
大
正
十
一

年
三
月
二
十
五
日
午
前
十
時
頃
お
き
た
「

別
府
的
ケ

浜
事
件」

に
つ
い
て
は、

す
で
に
『
大
分
県
の
百
年』
(
-

九
六

八
年

大
分
県
刊、

及
び
一

九
八
六
年

山
川
出
版
刊）

や
『
大

分
県
史

近
代
篇
皿
』
(
-

九
八
七
年、

大
分
県
刊）

及
び
『
別

府
市
誌』
(
-

九
八
五
年、

別
府
市
刊）

等
に
記
述
さ
れ
て
い
る

し、

諸
種
の
部
落
解
放
運
動
史
に
お
い
て
も、

数
多
く
言
及
さ
れ

て
い
る
。

そ
れ
ら
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
は、

い
ず
れ
も
が
『
大

分
県
警
察
史』
(
-

九
四
三
年、

大
分
県
警
察
部
刊
）

及
び
的
ケ

浜
隠
士
著
『
別
府
・

的
ケ
浜
事
件
真
相
』
(
-

九
二
二
年、

世
界

平
民
社
刊
）

を
典
拠
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る。

約
二
十
年
を
経
過
し
て
い
た
と
は
い
え、

事
件
当
事
者
の
弁
明

と
被
災
者
の
近
辺
に
身
を
お
い
た
者
に
よ
る
事
件
直
後
の
記
録
と

を
典
拠
と
す
れ
ば、

必
要
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
よ
う。

そ
し
て

は
じ
め
に

末

廣

利

人

に

見
る

府
的
ケ
浜
事
件」

に

つ

い

て

こ
と
の
本
質
に
つ
い
て
も
諸
書
に
き
び
し
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し、
『
お
お
い
た
部
落
解
放
史』

創
刊
号
（
一

九
八
三
年、

大
分
県
部
落
史
研
究
会
刊）

に
お
い
て
島
崎
二
郎
氏
が
一

覧
表
を

掲
げ
て
い
る
と
お
り、

細
部
に
つ
い
て
は
諸
書
と
も
不
一

致
の
部

分
が
少
な
く
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
る
。

の
ち
に
な
っ
て
発

掘
さ
れ、

今
で
は
一

般
に
も
閲
覧
可
能
と
な
っ
て
い
る
『
大
分
新

聞』

を
活
用
す
れ
ば、

細
部
の
詰
め
に
関
す
る
材
料
と
そ
の
周
辺

部
に
つ
い
て
の
多
く
の
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か、

と
い

う
の
が
本
稿
の
要
旨
で
あ
る。

重
要
と
思
わ
れ
る
資
料
の
紹
介
も

若
干
行
い
た
い
。

『
大
分
新
聞』

は
明
治
二
十
二
年
に
創
刊
さ
れ、

先
に
発
行
さ

れ
て
い
た
『
豊
州
新
報』

と
と
も
に、

日
清
戦
争
前
後
に
そ
れ
ぞ

れ
大
津
家、

長
野
家
の
経
営
と
な
り、

や
が
て
県
下
の
二
大
新
聞

と
な
っ
た
。

そ
の
後、

戦
時
中
の
統
制
で
両
者
は
合
併
を
し、

現
在
の
『
大

分
合
同
新
聞』

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
ア
が
多
様
化
し
た

今
日
で
さ
え、

わ
れ
わ
れ
の
認
識
に
し
め
る
地
方
新
聞
の
役
割
の

『
大
分
新
聞』

発
掘
物
語
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大
き
さ
は
疑
う
余
地
は
な
い。

大
分
県
の
近
代
史
研
究
に
際
し
『
豊
州
新
報』
や
『
大
分
新
聞』

の
存
在
が
大
切
な
こ
と
は、

多
く
の
人
が
認
め
る
処
で
あ
ろ
う。

し
か
し
今
や、

古
い
時
代
の
ま
と
ま
っ
た
新
聞
の
発
見
な
ど
滅
多

に
あ
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る。

昭
和
五
十
年
代
前
半
か
ら
十
年
余
り
を
費
し
た
『
大
分
県
史』

編
さ
ん
（
全
二
十一
巻
）

の
過
程
で
収
集
し
た
ま
と
ま
っ
た
新
聞

は、
『
田
舎
新
聞』
（
東
京
大
学
明
治
雑
誌
新
聞
文
庫
蔵
）

と
『
豊

州
新
報』
（
大
分
合
同
新
聞
社
蔵
）

で
あ
り、

通
報
に
よ
り
発
見、

発
掘、

収
集
し
た
の
が、
『
田
舎
新
報』
と
『
大
分
新
聞』
で
あ
っ

た。

そ
の
す
べ
て
が
現
在
で
は、

大
分
県
立
図
書
館
で
一
般
に
閲

覧
が
可
能
な
状
態
に
あ
る。

『
大
分
新
聞』
が
熊
本
県
小
国
町
役
場
に
あ
る
ら
し
い
と
の
通

き
ん

き
じ
ゃ
く
や
く

報
を
受
け
た
時
に
は
県
史
担
当
者一
同
ま
さ
に
欣
喜
雀
躍
し
た。

北
里
柴
三
郎
の
出
身
地、

小
国
町
北
里
の
養
蚕
施
設
を
改
良
し
た

小
国
町
役
場
の
倉
庫
に
は
『
大
分
新
聞』
が、

大
正
七
年
か
ら
昭

和
士
二
年
ま
で
年
次
順
に
山
の
如
く
積
上
げ
ら
れ
て
い
た。

何
度

か
閲
覧
に
出
か
け
た
も
の
の、

借
り
出
し
て
持
ち
帰
る
ま
で
に
は、

う

よ

く
っ

せ
つ

所
有
者
と
の
間
で
少
か
ら
ぬ
紆
余
曲
折
が
あ
っ
た。
し
か
し
今、

た
と
え
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
あ
れ、

大
分
県
内
で
一
般
閲
覧
の

『
大
分
新
聞』
の
記
事
内
容

大
正
十一
年
当
時、

す
で
に
中
央
で
は
大
新
聞
・
小
新
聞
の
時

代
は
過
ぎ、
『
朝
日』
・
『
毎
日』
を
中
心
に
総
合
紙
と
し
て
の

全
国
紙
時
代
に
入
っ
て
い
た
が、

大
分
県
下
で
は
大
新
聞
時
代
よ

ろ
し
く、
『
豊
州
新
報』
が
政
友
会
系、
『
大
分
新
聞』
が
憲
政
会

系
と
し
て、

旗
色
を
鮮
明
に
し
て
い
た。

こ
れ
き
よ

時
の
県
政
幹
部
が
田
中
千
里
知
事
以
下、

原
敬、

高
橋
是
清
の

政
友
会
内
閣
に
よ
っ
て
任
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら、
『
豊
州
新

報』
は
与
党
系
の
新
聞
で
あ
り、
『
大
分
新
聞』
が
野
党
系
新
聞

と
い
う
配
置
で
あ
っ
た。
『
大
分
新
聞』
は
こ
の
「
的
ケ
浜
事
件」

を
と
り
あ
げ、

政
敵
II
政
友
会
系
県
政
の
大
失
政
事
件
と
し
て、

三
月
二
十
八
日
以
来
約一
か
月
に
わ
た
っ
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張

り
続
け
た
の
で
あ
る。

田
中
知
事
の
も
と、

警
察
部
長
は
落
合
慶
四
郎、

内
務
大
臣
は

や
が
て
政
治
友
会
分
裂
を
ね
ら
う
床
次
竹
二
郎、

本
部
か
ら
派
遣

や
つ
な
み

さ
れ
数
次
に
わ
た
っ
て
現
地
調
査
を
行
う
八
並
代
議
士
と
は
憲
政

会
の
八
並
戴
治
で
あ
る。

同
じ
時
期
の
『
豊
州
新
報』
を
も
並
読

態
勢
が
整
い、

喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る。

ー
i'
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す
る
こ
と
が
理
想
で
あ
る
が、
残
っ
て
い
な
い
以
上
そ
れ
は
望
め

な
か
っ
た。

し
つ
よ
う

し
か
し、
野
党
系
新
聞
だ
か
ら
こ
そ
の
視
点
や
執
拗
さ、
細
密

さ
も
見
ら
れ
る。
初
報
が
事
件
三
日
後
の
二
十
八
日
と
い
う
遅
れ

が
あ
り、
各
種
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
共
通
し
て
最
後
ま
で
の
面
倒

は
見
な
い
と
い
う
問
題
点
も
あ
る
が、
何
し
ろー
か
月
に
わ
た
っ

‘‘ノ日月

的ヶ
濱
部
落
を
燒
彿
ふ

28

じ
年

六
十
戸
の
小
屋
瞬
間
に
火
の
海

る
3

住
民
右
往
左
往
に
逃
げ
惑
ふ
惨
吠

報
1

別
府
署
示
窓
隧
麿

謡

ざ＿＿
ま
閑
箆
序
g
が如
吝しがたる
如
臨
ふ

厖函
平記
が叩ヶ
炉配し
つ
（

f

国
屯"titfluo
i
t
扇のm
ゃ
墨―
Ar

ふ
ぷ”し
に
聞

屠に
が
塁
癸の
111

泊し
Eはしからずさの町町にてヰ
ず
II
E
ien
tめたる
甚
件
新

六
たら
E

翠
届かにし
ふ
虻
品
品登尉
訊もあふ
蘭にて
界町には
息――十茎
8の
事
同

Itされたり`
ぽ
舟
ぎ
もあろ叩
ぷ
屠
序
芦
農g
g-—
l

芽ーはm"
浜
合

翡

諄
＂られず裏

り翡

材

藉

峠翡
”
釦
鱗

て
い
る
の
で、
そ
の
内
容
も
少
な
い
は
ず
が
な
い。

次
の
と
お
り
で
あ
る。

日
付
と、
仮

名
づ
か
い、
用
語
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
全
見
出
し
を
あ
げ
る
と、

こ
れ
を
読
め
ば、
一
地
方
の
事
件
が
全
国
の
問
題
と
な
り、
つ

い
に
は
検
事
局
が
動
き、
内
務
大
臣
や
検
事
総
長
も
コ
メ
ン
ト
を

発
表
す
る
に
到
る
過
程
が一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う。

＾
大
正
11
年
＞

3
月
28
日

〇
的
ケ
浜
部
落
を
焼
払
ふ、
六
士
戸
の
小
屋
瞬
時
に
火
の
海、

住
民
右
往
左
往
に
逃
げ
惑
ふ
惨
状、
別
府
署
の
不
当
の
処
置

0
若
し
部
下
の
手
に
依
り
火
を
放
っ
た
事
実
が
判
明
す
れ
ば、

相
当
考
へ
が
あ
る
と、
藤
原
署
長
は
か
た
る

〇
罹
災
中
に
正
業
者
あ
れ
ば
聞
き
捨
て
な
ら
ぬ、
警
察
が
放
火

と
は
考
へ
ら
れ
ぬ、
落
合
警
察
部
長
は
語
る

た
と
え

〇
仮
令
堀
立
小
屋
に
し
ろ
自
分
達
の
家
だ、
余
り
に
無
理
無
体

の
話
と
部
落
民
は
怨
み
泣
き

〇
焼
跡
の
光
景
実
に
悲
惨、
駕”
た
る
警
察
非
難
の
声、
別
府

的
ケ
浜
焼
跡
現
場
を
訪
ふ

い
わ
ゆ
る
さ
ん

か

0
所
謂
山
寓
以
外
に
立
派
な
納
税
者
も
居
る、
在
郷
軍
人
も
四

こ
の

名
居
る、
町
有
志
此
惨
状
に
同
情
す

0
別
府
署
不
親
切、
罹
災
民
訴
う

3
月
29
日

0
別
府
的
ケ
浜
部
落
焼
払
ひ
事
件

』

危
険
な
思
想
を
彼
等
に
教
ゆ
る
も
の
だ、
別
府
町
か
ら
此
の

醜
事
を
醸
し
た
事
は一
別
府
町
の
問
題
で
は
な
い、
西
法
寺

は
や

み

光
職
速
水
宗
慶
師
談

A
見

し
＞
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あ
い
せ
つ

0
全
く
暗
の
世
界
だ、

聞
け
此
の
哀
切
の
声、

悲
惨
を
極
め
し

部
落
民

す
で

〇
宗
慶
師
を
中
心
に
至
心
会
組
織、

部
落
民
に
対
す
る
同
情
既

に
活
動
開
始
さ
る

3
月
30
日

0
司
法
官
も
黙
視
す
ま
い
、

法
曹
界
の
大
問
題
だ、

確
に
法
律

上
の
責
任
は
免
れ
ぬ
と、

某
弁
護
士、

慨
然
と
し
て
語
る

0
内
相
打
消
す、

真
否
調
査
の
ま
え
に、

絶
対
信
ぜ
ら
れ
な
い

0
事
実
な
ら
残
念
だ、

殿
下
の
御
思
召
に
背
く、

福
田
閑
院
宮

御
付
武
官
談、

警
察
側
の
弁
明

3
月
31
日

0
事
実
を
無
視
し
た
県
警
察
部
発
表、

之
れ
に
対
し
本
社
は
更

ら
に
調
査
し
た、

見
よ
其
の
事
実
を、

悲
惨
な
ら
ず
や
部
落

民
と
の
対
話

そ
の
ま
ま

〇
寄
留
届
も
済
み
長
男
は
補
充
兵
だ、

家
は
其
儘
焼
払
は
れ
た

0
早
く
家
を
取
壊
し
て
焼
い
て
仕
舞
へ
と
巡
査
が
強
要
し
た、

焼
か
ね
ば
俺
が
火
を
点
け
る

ど

〇
此
の
事
実
を
何
う
す
る、

本
社
は
事
実
を
事
実
と
し
て
報
ず

と

か
っ
た

4
月
1
日

0
部
落
民
心
理
を
解
せ
ぬ
か
ら
此
ん
な
事
が
出
来
る
の
だ、

没

常
識
極
ま
る
今
回
の
事
件、

来
別
湯
治
中
の
某
名
士
怒
る

あ
ら
か
じ

〇
予
め
社
会
施
設
を
得
て
然
る
後
な
れ
ば
大
問
題
に
は
な
ら
な

と

か
く

〇
警
保
局
大
困
り、

事
件
の
内
容
が
不
明
で
兎
角
一

問
題

0
部
落
民
救
済、

仏
教
連
合
会
起
つ
、

直
に
活
動
を
開
始
す

4
月
2
日

0
突
如
検
事
局
出
動
す、

焼
跡
現
場
に
臨
み
実
地
調
査、

詳
細

聴
取
書
を
徴
し
つ
つ
あ
り、

更
に
一

大
進
展
を
見
ん

〇
実
に
無
法
な
事
だ、

総
務
会
議
の
結
果、

特
派
さ
れ
た
八
並

代
議
士
語
る

〇
困
っ
た
事
が
出
来
た、

県
の
報
告
よ
り
も
新
聞
が
本
当
か
も

し
れ
ぬ
、

床
次
内
相
苦
し
が
る

0
別
府
の
焼
払
事
件
は
内
閣
の
責
任
だ、

大
に
責
任
を
糾
明
せ

ょ、

門
司
に
て
八
並
代
議
士
語
る

．

〇
断
じ
て
許
す
事
は
出
来
ぬ
、

人
類
共
存
の
意
義
を
無
視
し
た

行
為
と
い
ふ
べ
し
だ、

実
況
を
視
察
し
て
八
並
代
議
士
語
る

と
こ
な
み

0
29
日
付
田
中
知
事
よ
り
床
次
内
相
宛
報
告
ー
内
務
省
発
表
ー
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4
月
4
日

に
げ

〇
逃
を
張
る
田
中
知
事、
「
自
分
は
余
り
克
く
知
ら
ぬ
か
ら
警

察
部
長
に
聴
い
て
呉
れ
」、

内
相
宛
報
告
に
就
て
記
者
と
知

事
と
の
対
話

0
「
放
火
罪
の
構
成
は
必
然、

器
物
損
棄
罪
も
成
立
し
や
う
」

ば

と
う

と
無
理
解
な
下
級
官
吏
を
罵
倒
し
つ
つ
、

八
並
代
議
士
別
府

発
帰
京
す

4
月
8
日

0
内
務
大
臣
へ

警
告、

八
並
代
議
士
帰
京
報
告

4
月
21
日

0
最
後
の
処
分、

男
庭
検
事
正
の
上
京、

司
法
当
局
と
詳
細
の

打
合

4
月
23
日

0
決
し
て
不
問
に
付
せ
ぬ、

鈴
木
検
事
総
長
は
語
る

4
月
24
日

〇
警
察
官
の
行
動
も
甚
だ
不
穏
当、

今
少
し
調
査
す
る、

鈴
木

検
事
総
長
談

4
月
22
日

0
八
並
氏
等
内
相
訪
問、

当
局
の
意
向
質
問

4
月
28
日

0
両
三
日
中
に
発
展
せ
ん、

田
中
知
事
の
着
京、

内
相
官
邸
に

て
詳
細
報
告

内
容
に
か
か
わ
っ
て
三
つ
の
点
を
指
摘、

紹
介
し
て
お
き
た
い。

そ
の
第
一

は、

三
月
二
十
九
日
付
で
田
中
大
分
県
知
事
が
床
次

内
相
宛
に
提
出
し
た
報
告
書
で
あ
る。

そ
の
全
文
は
管
見
す
る
限

り
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
目
に
し
て
い
な
い
の
で、

差
別
用
語
も
少
な

く
な
い
が、

旧
漢
字
は
新
漢
字
に
直
し、

句
読
点
を
付
す
の
み
に

し
て、

原
文
の
ま
ま
紹
介
す
る。
一

歴
史
史
料
と
し
て
了
解
願
い

た
い
。

管
下
別
府
町
的
ケ
浜
に
は
絶
え
ず
山
寓
乞
食
の
徒
集
ま
り、

穣
き
小
屋
掛
を
為
し
居
り、

彼
等
は
常
に
別
府
市
街
地
に
出

没
し、

其
住
民
並
に
浴
客
等
に
不
快
不
安
の
念
を
与
へ
居
れ

し
ば
し
ば

る
よ
り、

従
来
展
々
之
が
退
去
方
に
苦
心
し
来
り
た
る
処、

昨
今
別
府
町
の
繁
昌
期
に
入
り
て
よ
り、

彼
等
の
来
往
日
に

多
く
加
る
傾
き
あ
る
よ
り、

別
府
署
に
於
て
も
一

般
公
安
保

お
ろ
そ

持
上
疎
か
に
す
べ
か
ら
ず
と
し、

之
に
立
退
き
方
を
懇
諭
し、

尚
立
退
後
他
の
不
良
民
等
の
来
往
せ
ん
こ
と
を
慮
り、

各
自
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お
お
い

を
し
て
小
屋
の
屋
根
蓋
と
せ
る
菰
藁
俵
類
を
取
除
き、

之
を

海
岸
一

定
の
場
所
に
集
め
て
焼
却
せ
し
め
た
り。

此
類
の
立
退
き
に
対
し、

同
所
に
存
し
た
る
是
等
の
小
屋

は
総
数
一
九
戸
に
し
て、

中
に
は
間
口
二
間
半
奥
行
三
間
ば

か
り
の
も
の
一
あ
る
も、

之
と
て
内
部
を
四
戸
と
し、

四
家

き
ょ
う
せ
い

族
共
棲
せ
り。

他
の
多
く
は
間
口
二
間
奥
行
一

間
に
過
ぎ
ざ

き
ょ
う
あ
い

る
狭
陰
の
も
の
に
し
て、

竹
木
片
の
類
を
以
て
支
柱
と
し、

之
に
前
記
の
菰
ア
ン
ペ
ラ
の
類
を
懸
け
た
る
全
然
非
人
小
屋

な
り。右

一
九
戸
の
非
人
小
屋
に
居
り
し
者
は
総
数
四
三
名
に
し

て、

内
二、

三
の
も
の
は
竹
細
工
を
業
と
し、

相
当
収
入
を

得
て
生
活
せ
る
も、

多
く
は
乞
食
に
し
て
強
窃
盗
の
前
科
者

は
く

ち

ら
い

あ
り、

又
白
痴
癬
患
者
少
な
か
ら
ず、

尚
是
等
の
仕
事
は
所

は
い
か
い

謂
拾
ひ
に
て
町
内
を
徘
徊
し
つ
つ
あ
り
て、

湯
屋
稼、

空
巣

な

狙
を
為
す
者
多
し。

右
之
内
立
退
か
し
め
た
る
は
本
籍
寄
留

籍
を
当
地
に
有
す
る
者
三
戸
（
内一
戸
は
納
税
せ
り）

マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
不
能
誌。

同
所
の
一

部
は
別
府
町
を
所
有
者
に
し
て、

其
一

部
私
有

地
た
る
が、

彼
等
は
所
有
者
の
承
諾
を
得
ず
し
て
無
断
に
て

小
屋
掛
を
為
し
た
る
も
の
に
て、

所
有
者
は
皆
平
素
よ
り
彼

等
を
立
退
か
し
む
る
よ
う
要
求
し
居
り
た
る
の
み
な
ら
ず、

大
方
の
方
向
に
於
い
て
其
己
む
な
き
に
出
で
た
る
処
置
な
る

（
仝
上
不
能
読）

今
回
の
処
置
は
（
仝
上）

犯
罪
予
防
上
の

必
要
に
出
で
た
る
も
の
に
有
之、

来
る
四
月
閑
院
宮
殿
下
の

御
来
県
に
は
何
等
関
係
な
く、

殆
ん
ど
毎
年
実
行
致
居
候
事

有
之
候

そ
し
て
『
大
分
新
聞』

は
最
後
に
東
京
電
話
と
し
て
「
閑
院
宮

御
道
筋
よ
り
的
ケ
浜
の
小
屋
は
目
立
つ
こ
と
な
し
と
附
言
し
あ
り」

と
記
し
て
い
る。

こ
の
「
報
告
書」

を
読
む
に
あ
た
っ
て
は、

多
分
に
別
府
署
の

「
処
置」

が
正
当
化
さ
れ
る
文
脈
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
承
知
し

て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い。

し
か
し、

今
や
被
災
戸
数
や
人
数
等
に

つ
い
て
は、

詰
め
る
こ
と
の
難
し
さ
は
読
み
と
れ
よ
う。

わ
れ
わ

れ
の
体
験
で
は、

か
つ
て
諸
新
聞
が
種
々
の
集
会
に
つ
い
て、

主

催
者
発
表
と
警
察
発
表
を
並
記
し
て
い
た
記
憶
が
あ
る
が、

そ
ん

な
手
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
部
分
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る。

第
二
の
焼
却
の
動
機、

理
由
に
つ
い
て
で
あ
る。

前
記
報
告
書

に
は
「
昨
今
別
府
町
の
繁
昌
期
に
入
り」
「
一

般
公
安
保
持
上」

と
記
さ
れ
て
お
り、

そ
れ
も
理
由
の
一

部
で
は
あ
ろ
う
が、
『
大
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分
新
聞』

の
記
事
全
体
か
ら
し
て
も、

明
ら
か
に
隠
さ
れ
て
い
る

部
分
が
あ
る。

と
し
ひ
と

そ
れ
は
閑
院
宮
載
仁
の
大
分
来
訪
と
別
府
宿
泊
で
あ
る。

前
年

開
催
の
九
州
沖
縄
八
県
連
合
共
進
会
の
跡
地
で、

四
月
七
日
に
日

本
赤
十
字
と
篤
志
看
護
婦
人
会、

愛
国
婦
人
会
の
大
分
県
支
部
総

会
が
開
催
さ
れ、

日
本
赤
十
字
総
裁
の
閑
院
宮
が
こ
れ
に
出
席
し

た
の
で
あ
る。

そ
の
日
程
は、

六
月
に
海
路
経
由
で
別
府
桟
橋
に
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． 
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上
陸
し
て、

亀
の
井
旅
館
に
宿
泊、

翌
七
日
総
会
に
出
席
の
後、

大
分
連
隊
ほ
か
に
お
成
り、

亀
の
井
宿
泊、

八
日
別
府
駅
よ
り
汽

車
で
帰
京、

と
い
う
日
程
で
あ
っ
た
。

こ
の
閑
院
宮
来
訪
が
十
日
後
に
迫
っ
た
三
月
二
十
五
日
朝、

藤

原
兵
六
別
府
警
察
署
長
が
署
員
に
的
ケ
浜
地
区
の
「
処
置」

を
命

じ
た
の
で
あ
っ
た。

こ
の
「
処
置」

に
あ
た
っ
て、

警
察
官
が
説

諭
の
上
片
付
け、

焼
却
さ
せ
た
の
か、

そ
れ
と
も
直
接
破
壊
し
放

火
し
た
の
か
が
問
題
と
な
っ
た。

的
ケ
浜
事
件
が
全
国
的
に
も
報

道
さ
れ
た
の
ち、
「
事
実
な
ら
残
念
だ
」

と
い
う
福
田
閑
院
宮
付

武
官
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
り、

同
道
予
定
で
あ
っ
た
閑
院
宮
妃
の
来

県
中
止
も
発
表
さ
れ、

憶
測
を
呼
ん
だ
が、

宮
妃
は
「
御
徴
恙」

の
由
で
あ
っ
た。
『
別
府
・

的
ケ
浜
事
件
真
相』

の
序
文
に
篠
崎

蓮
乗
も、
「
宮
殿
下
御
入
来
に
際
し、
汽
車
よ
り
遠
く
的
ケ
浜
辺
や

弓
掛
松
を
望
ま
せ
ら
る
る
時、
松
並
木
の
中
に
彼
等
の
小
屋
が
散

見
せ
ら
る
と
て、
焼
捨
て
る
程
の
事
は
あ
る
ま
い
」

と
記
し
て
い

る。

主
な
理
由
が
閑
院
宮
対
応
に
あ
っ
た
事
は、

警
察
の
否
認
に

も
か
か
わ
ら
ず
公
然
の
秘
密
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る。

第
三
は
地
元
別
府
の
動
き
で
あ
る。

ま
ず、
『
報
知
新
聞』

四

月
二
日
号
（
『
新
聞
集
録
大
正
史』
所
収）

に
、
『
大
分
新
聞
』

に

も
見
ら
れ
な
い
別
府
町
長
の
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で、

全
文
を
紹
介
し
よ
う。

大
分
県
別
府
町
郊
外
的
ケ
浜
の
貧
民
部
落
焼
払
事
件
に
つ

い
て、

知
事
か
ら
内
務
省
へ

報
告
し
た
公
電
は
実
地
と
符
合
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げ
き
こ
う

せ
ぬ
点
が
あ
る
の
で
、

さ
ら
ぬ
だ
に
激
昂
し
て
い
る
被
害
者

や
町
民
は、

当
局
の
無
謀
な
処
置
を
矯
正
せ
し
ね
ば、

安
ん

じ
て
生
活
し
て
行
け
ぬ
と
い
き
ま
い
て
い
る。

右
に
つ
き
別

府
町
長
佐
藤
網
五
郎
氏
は
語
る。

け

こ
ん

じ

あ
た
か

「
実
に
怪
し
か
ら
ぬ
、

聖
代
の
恨
事
だ
。

恰
も
燕
が
南
や
北

と
飛
回
っ
て
漸
く
落
着
き
場
所
を
定
め
、

薬
や
土
塊
を
一

っ

―

っ
と
精
出
し
な
が
ら
運
ん
で
営
み
上
げ
た
大
切
な
巣
を、

茶
目
盛
り
の
子
供
が
竿
を
振
っ
て
打
壊
し
た
と
い
ふ
む
ご
い

悪
戯
と
少
し
も
変
わ
ら
ぬ
。

的
ケ
浜
の
焼
払
事
件
は
人
道
上

の
大
問
題
と
い
は
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
が、
一

定
の
職
業
も
な
く、

又
社
会
に
害
毒
を
流
す

底
の
者
な
ら
い
ざ
知
ら
ず、

竹
細
工
や
日
傭
人
夫
や
そ
れ
ぞ

れ
定
ま
っ
た
職
業
を
持
ち、
一

定
の
税
を
納
め
て
居
る
い
は

ゆ
る
町
民
公
民
の
住
む
べ
き
家
屋
を、

た
と
ひ
む
さ
苦
し
く

と
も
職
な
い
と
て
も、

焼
払
ふ
と
い
う
事
は、

三
つ
児
に
聞

か
せ
て
も
良
い
事
だ
と
は
云
う
ま
い
。

又
仮
に
一

歩
を
譲
り、

そ
れ
ら
の
人
を
浮
浪
者
と
認
め
て

連
中
の
屯
す
る
こ
と
を
防
止
し
や
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば、

其

人
々
を
郷
里
へ

帰
ら
せ
る
か、

或
い
は
相
当
の
保
護
手
当
を

与
へ
る
だ
け
の
準
備
と
方
策
が
必
要
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず、

家
を
焼
払
っ
た
ま
ま
此
地
を
立
去
れ
と

厳
重
に
命
令
し
て
追
払
ふ
な
ど
は、

実
に
残
酷
極
ま
る
仕
打

か
く
か
く

で
、

町
と
し
て
目
下
取
調
中
の
事
項
も
あ
る
の
で
、

斯
々

こ
れ
こ
れ

是
々
の
策
が
あ
る
と
は
断
定
し
か
ね
る
が、

何
を
す
る
に
し

て
も
金
の
有
無
が
先
決
問
題
で
あ
る。

当
町
も
近
年
著
し
く
膨
脹
し
て
ゆ
く
以
上、

各
種
の
社
会

事
業
も
施
設
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
事
は
よ
く
知
っ
て
居
る
が、

何

分
金
が
無
い
の
で
手
も
足
も
出
ぬ
。

そ
し
て
今
回
の
事
件
に

関
し
て
も、

先
づ
住
む
に
家
な
き
者
を
救
ふ
と
い
ふ
急
が
し

い
仕
事
を
先
に
し
て、

夫
か
ら
こ
の
人
々
を
い
か
に
導
い
て

行
く
か
が
研
究
問
題
で
あ
る。

『
報
知
新
聞』

や
佐
藤
町
長
の
政
党
上
の
立
場
も
あ
ろ
う
が、

ス
タ
ン
ス
の
明
瞭
な
発
言
で
あ
る。

『
大
分
新
聞』

三
月
二
十
九
日
号
に
よ
れ
ば、

事
件
の
翌
二
十

六
日
に
は、

西
法
寺
住
職
速
水
宗
慶、

浄
土
真
宗
大
谷
派
布
教
師、

篠
崎
蓮
乗
を
中
心
に
至
心
会
が
組
織
さ
れ、

罹
災
住
民
の
た
め
の

長
屋
建
設
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る。

至
心
会
に
は
二
十
八
日
ま
で
に、

亀
の
井
旅
館
の
油
屋
熊
八
の

三
十
円
を
は
じ
め、

河
村
万
平
•

河
村
観
三
・

武
田
綾
太
郎
・

梅
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田
凡
平
ら
か
ら
計
八
十
円
の
現
金
と
材
木
や
戸
障
子
類
が
寄
せ
ら

れ、
「
五
間
長
屋
五
棟
を
建
て
て
部
落
民
を
収
容
し、
月
五
十
銭
乃

至
一

円
の
会
費
並
に
家
賃
を
出
さ
し
め、

之
を
会
の
基
金
に
蓄
積

し、
一

方
該
長
屋
に
は
浴
場
・

理
髪
店
・

法
話
室
・

修
学
室
等
を

設
け」

る
計
画
で
あ
っ
た。

そ
し
て
二
十
九
日
に
は
着
工
の
手
は

ず
だ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
が、

着
工、

完
成
の
記
事
は
な
い
。

『
別
府
的
ケ
浜
事
件
真
相』

に
は
第
一

次
入
居
予
定
者
名
や
人

員
が
計
十
六
所
帯
八
十
名
と
記
さ
れ
て
い
る。

結
局
「

其
筋
の
圧

迫
に
よ
り
一

頓
挫」

し
た
と
い
う。

速
水
・

篠
崎
両
師
は
そ
の
後

も
別
府
町
内
の
各
住
職
に
呼
び
か
け
て
海
門
寺
で
集
会
を
開
き、

仏
教
連
合
会
の
事
業
と
し
て
こ
れ
を
継
承
す
る
こ
と、

高
野
山
で

の
全
国
集
会
に
も
提
起
す
る
こ
と
な
ど
を
決
議
し
て
い
る。

な
お
そ
の
ほ
か、

憲
政
会
八
並
代
議
士
の
調
査
に
は、

地
元
の

長
野
綱
良
そ
の
他
有
志
が
同
道
し
て
い
た。

し
か
し、
『
大
分
新
聞』

見
出
し
一

覧
で
わ
か
る
と
お
り、

最

後
は
検
事
局
預
か
り
と
な
り、

罹
災
者
同
意
の
上
の
「
処
置」

で

あ
っ
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り、

最
終
的
に
は
握
り
つ
ぶ
さ
れ

た
模
様
で
あ
る。

四
月
二
十
八
日
以
降
は
『
大
分
新
聞』

紙
上
に

ほ
こ

も
記
事
を
見
出
す
事
は
で
き
な
い
。

憲
政
会
も
こ
こ
で
矛
を
収
め、

別
府
町
民
の
批
判
・

支
援
も
終
息
し
た
の
で
あ
ろ
う。

ホ
ー
ム
レ

的
ケ
浜
事
件
の
背
景
と
し
て
は、

先
ず
前
提
と
し
て、

別
府
町

の
膨
脹
•

発
展
が
あ
ろ
う。

明
治
末
以
来、

五
年
ご
と
の
別
府
町

の
人
口
統
計
を
見
る
と、

毎
回
五
S
六
千
ず
つ
の
増
加
が
見
ら
れ

る。

そ
し
て
初
国
勢
調
査
の
大
正
九
年、

す
で
に
戸
数
が
六
三
三

九、

人
口
が
二
万
八
六
四
七
で
あ
り、

同
十
三
年
に
は
市
制
を
施

行、

十
四
年
に
は
八
七
四
八
戸、

三
七
五
二
九
人
と
な
る
の
で
あ
っ

た
。

人
口
増
加
の
波
は
石
垣
村
を
は
じ
め
隣
接
す
る
周
辺
部
に
も

及
び
つ
つ
あ
っ
た
。

同
九
年
に
は
大
阪
商
船
専
用
コ
ン
ク
リ
ー
ト
桟
橋
が
竣
工
し
て、

海
岸
埋
め
立
て
も
行
わ
れ、

翌
十
年
に
は
地
獄
循
環
道
路
が
竣
工、

別
府
・

亀
川
間
の
国
道
三
号
線
が
海
岸
付
替
え
と
な
っ
た。

や
が

て
日
豊
線
も
全
線
開
通
す
る。

観
光
都
市、

保
養
都
市
た
る
別
府

は、

そ
の
近
郊
に
ホ
ー
ム
レ
ス
を
も
寄
生
さ
せ
得
る
に
十
分
な
街

に
成
長
し
て
い
た
の
で
あ
る。

そ
ん
な
中、

警
察
行
政
は
貴
賎
浄
稿
の
理
念
を
根
底
に
ホ
ー
ム

レ
ス
強
制
退
去
の
「
処
置」

を
強
行
し、

広
く
世
論
の
指
弾
を
受

四

事
件
の
背
景

ス
達
の
行
方
及
び
至
心
会
の
そ
の
後
は
も
ち
ろ
ん
わ
か
ら
な
い
。
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的
ケ
浜
隠
士
に
よ
る
『
別
府
・

的
ケ
浜
事
件
真
相』

は
そ
の
序

が
急
が
れ
る
。

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

政
党
間
抗
争
も
あ
っ

て
笞
察
批
判
は

け
つ
つ
も、

結
果
と
し
て
こ
れ
を
貫
徹
し
た
の
で
あ
っ

た
。

す
で
に
大
正
九
年
よ
り
毎
年
別
府
夏
季
大
学
も
開
催
さ
れ
て、

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想、

人
権
意
識
も
浸
透
し
つ
つ
あ
っ

た
と
は
い

え、

至
心
会
が
唱
え
る
よ
う
に
ホ
ー
ム
レ
ス
に
何
ら
か
の
施
設
を

し
て
彼
ら
を
包
摂
し、

共
生
し
て
行
く
と
い
う
段
階
に
は
到
達
し

か
な
り
の
広
が
り
を
示
し
た
も
の
の
、

検
事
局
の
裁
定
と
警
察
の

妨
害
を
乗
り
越
え
て、

至
心
会
の
構
想
を
実
現
し
て
行
く
ほ
ど
の

力
は、

当
時
の
別
府
町
内
に
は
未
だ
蓄
積
さ
れ
て
は
い
な
か
っ

た

的
ケ
浜
事
件
の
約
二
か
月
前
に
は
京
都
市
で、

非
差
別
部
落
民

衆
自
ら
の
力
を
結
集
し
て
開
放
を
勝
取
ろ
う
と、

全
国
水
平
社
の

創
立
大
会
が
開
か
れ
て
お
り、

こ
の
あ
と
各
府
県
水
平
社
の
結
成

文
が
四
月
十
七
日
（
篠
崎
蓮
乗）

と
五
月
一

日
（
近
藤
光
分）
、

刊
行
が
五
月
二
十
五
日
と
な
っ

て
い
る
。

至
心
会
の
構
想
を
別
府

で
実
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
が、

篠
崎
は
九
州
福
岡
県
・

佐
賀
県
・

熊
本
県
水
平
社
創
立
の
た
め
に
奔
走
し
た
と
い
う。

本

書
を
携
え
て、

権
力
の
非
道
を
訴
え
た
の
で
あ
ろ
う。

よ
う。

別
府
史
談

r‘'べ=--` ~—合へ予ムベ疇."心.-,,,.皐．．＾"l""!'J'. � .. ―.--:'"" 

大分県水平社の創立大会の開催された豊後館
のち帝国館・泉都産と改称される。
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な
お
大
分
県
水
平
社
も
他
県
よ
り
や
や
遅
れ
て
事
件
の
二
年
後

に
当
別
府
の
豊
玉
館
で
発
足
す
る
が、

的
ケ
浜
事
件
と
は
直
接
の

※
本
稿
は、

平
成
十
三
年
六
月
二
十
四
日
（
日）
の
別
府
史
談
会

総
会
で
の
講
演
を
も
と
に、

か
な
り
の
加
除
を
行
い
、

再
構
成
し

た
も
の
で
す。

お

互
い
に、

可
能
な

範
囲
の
史
料
の
収

集
保
存
に
励
み、

交
換
し
あ
い
ま
し

会
の
御
発
展
を
お

祈
り
し
ま
す。

r

-

つ
な
が
り
は
見
ら
れ
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。




